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◎の項目は必修　　○は選択必修　：　下線は郷土教材を表す　／　《　》～必修教科・科目　〈　〉～選択必修教科・科目　（　）～選択科目・科目

【資料２】　①相互理解を高める学習と郷土教材の系統（例：文化を相互理解する） 

発
展
期

充
実
期

基
礎
期

《社会・歴史》

《社会・地理》

現在の各国文化の理解
各時代の日本の文化の理解

各時代の世界の文化の理解

世界の文化の歴史的背景

世界とのかかわり

日本文化
と比較

日本の文化の歴史的背景

政治の影響 外国の影響

各時代の日本の文化の理解

郷土の歴史と文化

現在の生活

政治の影響 各国交流
の影響

日本の文化の歴史的背景

政治の影響 外国の影響・関わり 各国文化の
歴史的背景

各国文化
の比較

日本文化
と比較

日本文化の理解

世界各国文化の理解

日本文化のより深い理解

世界的な規模で文化を相互理解

郷土文化の理解

世界から見た
日本の文化

国内比較した
日本の文化

郷土の文化と比較

現在の日本文化の理解

《社会・地理》
◎古都・京都に見る生活文化
　（地域と比較して見た京都：群馬の生活文化）
◎独自な生活文化を持つ沖縄
　（日本から見た沖縄の独自性：群馬の生活文化）

《社会・歴史》
◎縄文文化と弥生文化
　（独自の発展をした縄文文化：土器、土偶、耳飾り）
◎国際的な文化の開花（中国の影響：万葉仮名の和歌）
◎新しい学問と化政文化（海外へも影響：県内風景の錦絵）
○明治の建物を探る（郷土の歴史）・◎文明国をめざして
　（西洋の影響　和魂洋才：富岡製糸場などの洋風建築）

《世界史》
○絹から世界史を見る（世界史への扉）
　（世界史の概観：県内の製糸関連施設）
◎科学革命と近代的世界観
　（同時代性：関孝和と微分積分）

《社会・公民》
◎多文化社会に生きる
　（内なる国際化への対応：周囲の国際化）

〈日本史〉
○古墳とヤマト政権
　（政権との関連　独自性と海外の影響：県内古墳　埴輪　毛野）
○室町文化（伝統文化　文化の伝播：闘茶・白久保のお茶講）
○近代文化の発達（社会情勢との関連：
　ベルツ　田山花袋　徳富蘆花　内村鑑三　等）

【郷土教材】（現代社会）
○私たちの生活と宗教や芸術
　（異文化理解：郷土の宗教施設や習慣）
◎国際社会（多文化共生：周囲の国際化）
【郷土教材】（地理）
○生活と文化
　（地域的差異：郷土の生活・文化との比較）
○民族・領土問題
　（現状理解　多文化共生：周囲の国際化）

《現代社会》
○私たちの生活と宗教や芸術
　（異文化理解：郷土の宗教施設や習慣）
◎国際社会（多文化共生：周囲の国際化）
〈地理〉
○生活と文化
　（地域的差異：郷土の生活・文化との比較）
○民族・領土問題
　（現状理解　多文化共生：周囲の国際化）
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◎の項目は必修　　○は選択必修　：　下線は郷土教材を表す　／　《　》～必修教科・科目　〈　〉～選択必修教科・科目　（　）～選択科目・科目
※は、社会への貢献をどのようにするか考えさせる発問を表す

【資料２】　②主体性を高める学習と郷土教材の系統（例：環境問題について、社会へ働きかける）

発
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期

充
実
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基
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期

《社会・歴史》

《社会・地理》

《社会・地理》
◎身近な地域を調べよう
◎自然災害と人々のくらし
　（公害、環境問題との比較）
◎国際化時代の産業と環境
（産業の環境への配慮：周囲の国際化）

日本社会のために何ができるか考え、行動しようとする

郷土のために何ができるか

日本社会の問題把握

郷土の問題把握

問題の歴史的背景

日本社会、世界の問題把握

問題の歴史的背景

問題の歴史的背景

日本社会、世界の問題把握

郷土から　社会へ　関心を持つ

《社会・歴史》
◎産業革命の進展（近代産業の発展：足尾鉱毒事件）
◎日本経済の発展　（高度経済成長と公害）
◎21世紀の世界と日本（グローバル化）

《社会・公民》
◎電化製品が家庭に普及
　（大量消費社会：県内家電メーカー）
◎社会の発展と新しい人権（環境権）
◎公害の防止と環境保全（環境保全：尾瀬の取組）

《社会・公民》
◎地球市民をめざして（グローバル化社会）
◎地球環境問題を考える
　（国内の事例から環境問題を考える）
◎アジアの森林と日本
（アジアの環境と日本の関連：食卓に届くエビ）
◎よりよい世界のために
　（どんな組織が、どんな活動をしているか）
※地球規模の課題に対して、
　　自分たちができることはどんなことか
※尾瀬の自然を守るためにはどうしたらよいか

《世界史》
◎産業革命（大量生産の開始）
◎現代文明（現代文明が引き起こす環境問題）
○科学技術の発展と現代文明
　（世界の一体化と環境問題）

〈日本史〉
◎近代産業の発展
　（日本の産業革命：足尾鉱毒事件）
◎経済復興から高度成長へ
　（高度経済成長と公害）

〈地理〉
○身近な地域の調査
○自然環境と生活（気候の変化と地球温暖化
　：碓氷峠を越える光化学スモッグ）
○資源と産業（エネルギー革命と問題）
○環境・エネルギー問題（様々なと環境問題）
《現代社会》
○地球環境問題（問題の概要）
○資源・エネルギー問題（問題の概要）
◎公害の防止と環境保全（問題の概要）

〈地理〉
※エネルギー消費と生活の見なおし
　（環境問題解決に向け、自分に何ができるか）
《現代社会》
※温暖化防止へ、日本の取組を理解し、
　自分ができることは何か考える
○ペットボトルのリサイクルについて考える　　など

世界のために何ができるか考え、行動しようとする

日本のために何ができるか考え、行動しようとする 日本人として
何ができるか

郷土から何ができるか
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